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１　業 務 名　　　令和５年度カワウ生息調査・対策案作成業務

２　 目　的 　　　効果的なカワウ対策に資するため、県内の各生息地における詳細なカワウの生息状況を調査するとともに、得られた知見をもとに対策案を作成するもの。

３　履行期間　　　契約日～令和６年３月25日まで

４　業務内容　　　
（１）島しょ部における調査
主要生息地（ねぐら・コロニー）におけるカワウの生息状況（生息数・営巣数・繁殖状況等）の季節変化を調査する。
調査時期：繁殖中期（５～６月頃）及び繁殖後期（８～９月頃）
※その後も協議の上、必要に応じて追跡調査を行う。
調査日数：季節毎にそれぞれ２～３日程度の調査日数を目安とする
※調査場所や行程等の詳細は担当者と協議のうえ決定する。
※移動手段については、県有船（高松港出港）を使用予定（燃料費は県が負担）

（２）内陸部における調査
本県では内陸部におけるカワウの生息状況が明らかになっていないため、まずは内陸部におけるねぐら・コロニーの分布状況（場所・規模）の調査を行う。
内陸部全体のねぐら・コロニーの分布状況を把握した後、主要生息地における詳細な生息状況の調査を（１）に準じて実施する。

（３）調査結果の分析・評価及び対策の提案
　　本県におけるこれまでの調査結果や（１）～（２）の調査により得られた結果を分析・評価するとともに、それを踏まえた対策を提案する。
　
（４）関係者（市町等の活動主体）への指導助言
得られた成果を踏まえ関係者との意見交換会を必要に応じて実施する。
　
５　成果品の提出
　以下について、電子媒体（CD-ROM等）に保存し、２部提出するものとする。
（１）報告書
（２）現地調査の写真一式
	
６　その他
　本業務の成果にかかる一切の権利は県に帰属するものとし、甲の許可なく他者に公開してはならない。
　本仕様書に明記されていない事項について疑義が生じた場合は、両者協議の上決定するものとする。
